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平成29年区議会第二回定例会報告
　葛飾区議会第２回定例会が 6 月 5 日から 21 日までの

会期で開かれました。今定例会では、まちかど防災訓

練車購入経費、私立保育園整備費助成、リリオ亀有リ

ノベーションプロジェクト〜図書館返却ポスト・サー

ビスカウンター設置費用など１億８,３７８万円の補

正予算が計上され可決されました。

　また、5 日の本会議初日にはかわごえ誠一が一般質

問に登壇しました。以下質問要旨を掲載いたします。

　
◆葛飾区の無電柱化の推進について
質問：木造住宅密集地域での無電柱化を東京都と連携

　を深めて積極的に進めよ。

◆葛飾区の環境政策について
質問：次期地球温暖化対策実行計画の見直しは今後の

　科学技術の発展や、環境変化を見据えて策定せよ。

質問：水元公園周辺には環境省のレッドデータリスト

　指定の希少種が自生しているが、道路整備など公共

　事業を進める上で環境課を中心に調整を密にせよ。

質問 ： 葛飾の生物多様性を考えるうえで保存樹木や保

　存樹林で構成されている屋敷林は貴重な場所だが、　

　今後保全を進める体制を整備すべきだ。

◆葛飾区の歴史文化の継承について
質問：葛飾区が今まで調査・収集や保全を進めてきた

　歴史・文化資源を後の世代に継承し活用をするため

　に、郷土と天文の博物館が中心となり、まちづくり
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　や観光部門等を含めた検討体制を整備せよ。

質問：区史編さん過程で集められた古い写真などの資

　料は公文書と同等のものと考える。今後検証を進め、

　観光やまちおこしなどの資源として活用すべきだ。

質問：区内各地の旧地名・史跡名の表示や欄干など資

　源の保全などを行い、観光やまちおこしに活用せよ。

質問：区の史跡指定されている鬼塚の整備は歴史公園

　として区全体の視点を持って進めよ。

◆子どもの遊び環境について
質問：子どもの遊び環境の充実にはプレーパークのよ

　うな場所が重要だ。他地域では NPO 等が週末限定の

　プレーパークを実施しているが、区としても区立公

　園などを活用しプレーパークを検討してはどうか。
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◆かわごえ誠一タウンミーティング報告◆

◆次回タウンミーティングのお知らせ◆
 と　き：８月２７日（日）19:00～
 ところ：かつしかシンフォニーヒルズ　5階

 テーマ：こんなまちにすみたいな （仮）

 講　師：延藤安弘氏　NＰO 法人まちの縁側はぐくみ隊代表

　　　※様々なまちづくりの事例をスライドで紹介し、私たちのまちづくりについて

　　　　ともに考えたいと思います。（詳細は次号でお知らせします）

◆　東京都議会議員選挙について　◆
　去る 7月 2日に投開票された東京都議会議員

選挙において、民進党から公認を受けた米山真

吾さんは１４，６９５票を獲得するも当選をす

　去る５月 13 日にシンフォニーヒルズにおいてタ

ウンミーティング・第８回学習会を開催しました。

多くの方にご参加いただきありがとうございました。

　かわごえからの区政報告の後、学習会では NＰO

法人“しんぐるまざあず・ふぉーらむ”理事長の赤

石千衣子さんから「子どもの貧困〜背景にある女性

の貧困・特にシングルマザーの状況」のテーマで講

演をしていただきました。

　子どもの貧困の中には一人親家庭の課題があり、

その背景のＤＶによる離婚、うつ、１０代での妊娠

出産など様々な事例が報告されました。また、その

親世代も一人親であることも多く、貧困が連鎖する

事例も紹介されました。シングルマザーのすべてが

タウンミーティング案内

ることができませんでした。多くの方にご声援

をいただきながら、力が及ばなかったことをお

詫び申し上げますとともに、感謝申し上げます。

　

貧困ではありませんが、その6割が年収２００万円

以下とのデータがあり、これは男性が稼ぎ主とい

う社会的な構造が女性の立場を弱くしている根底

にあると指摘されました。また、一人親家庭では

仕事に追われ子どもに関わる時間が無い、社会制

度の情報が届かない、人間関係が希薄になるなど

社会的に孤立することも大きな課題とされています。

　私たちにできることは、行政として施策の周知

や貧困対策などを充実させていくことの他に、民

間として子ども食堂やフードバンクなどの食の支

援、学習支援などへのボランティアの参加などが

あります。まずは子どもの貧困についての背景を

少しでも知ってもらうことが大切とのことでした。

今年度より設置された子ども応援課と連携し、早

急に支援策を構築する必要を改めて感じました。
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